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幕末期におけるオランダ原書の翻訳活動
一日本近代化と「米百俵」の主人公・小林虎三郎の教育的軌跡 (X)一

信州大学坂本保富

はじめに

江戸時代には、早くから医学や本草学、あるいは天文学や暦学などの諸分野で、オラン

ダ語を媒介とした西洋知識の受容と普及が進み、西洋科学に関する膨大な知識や技術が蓄

積されていた (1)。そのような西洋異文化の受容基盤の上に、さらなる西洋近代の科学技術

の摂取が急速に加速する契機となったのは、隣国の清朝中国に勃発したアヘン戦争(1840

-1842)で、あった。政治や経済、学問や教育などの諸事万般に亘って、古代以来、日本と

いう国家民族のめざすべき理想型であり、いわば宗主国であった東洋の大国一清朝中国が、

植民地獲得にj直進する大英帝国に、いとも簡単に屈服し際問されてしまった。アヘン戦争

の顛末は、如何に対岸の火事とはいえ、中国とは一衣帯水の日本にとって驚天動地の歴史

的な大事件であった。これを境に、長い鎖国政策の下で惰眠を食っていた幕府諸藩は、対

外的な危機意識に目覚め、国家民族の防衛安全という国防的な観点から、軍事科学を中心

とする西洋近代科学の摂取に乗り出すこととなった。

さらに、この流れに拍車をかけたのが、ペリー率いる米国艦隊の浦賀来航(1853)であ

った。アヘン戦争後、予測されたこととはいえ、未曾有の巨艦の浦賀来航は、幕府大名は

もちろん、日本人を震憾させに足る歴史的な大事件となった。以来、幕末期の日本におい

ては、幕府をはじめとする全国の諸藩が、国防という軍事的動機から急速にオランダ語を

媒介とする西洋近代の科学技術文明を競って摂取するようになり、その結果、全国的な規

模で洋学の学習者が急増するとしづ前代未聞の教育現象が惹起されたのである (2)。



議対 i

美談「米百俵」の主人公である越後長岡藩の小林虎三郎(1827-1877) もまた、ペリー

来航当時の江戸に遊学し、佐久間象山 (1811-1864) の私塾に学び、儒学と共にオランダ

語を媒介とした洋学教育を受けていた門人のひとりであった。彼は、「東洋道徳、・西洋芸

術」思想を教育方針とし洋儒兼学を旨とする象山の私塾で、儒学という伝統的な学問的基

礎の上に、西洋日新の近代科学を学んでいたのである。

象山は、すでにペリー来航前から江戸に私塾を聞き、東西両洋の学聞を兼修統ーした

「東洋道徳・西洋芸術」思想の教育的な展開に傾注していた。彼は、偏狭な尊皇擦夷の思

想や行動が、如何に非現実的で時代錯誤であるかを力説し、西洋日新の科学文明の摂取こ

そが、国防の急務であることを門人たちに力説し、西洋日新の科学技術文明の摂取という

進取究明こそが、国防の急務であることを説諭していた。特に彼は、欧米列強のアジア進

攻による国家存亡のときに、学者とは何か、学問とは何か、と現実的な存在理由を厳しく

問いただした。門人たちにも、幕末日本が必要とする学問とは何かを、極めて具体的な分

野をあげて、次のように説いている。

なにす

今の儒者(学者)は果して何為る者ぞや。本朝の神聖の造国(建国)の道と、尭舜

三代(夏・股・周)帝王の治と兼ねて明かにして、黙してこれを識すか。礼楽刑政

(礼節・音楽・刑罰・善政)、典章(規則)制度より、以て兵法・師律(軍律)・械器

(科学利器)の利に至るまで、講論して皆その要を得たるか。土境の形勢、海陸道路

の険夷(険阻と平坦)、外蕃(外国)の情状、防成(防衛)の利害、城壁(城壁)・
とちょう ぼうるい こうえん

堵喋(防塁)・控援(統率)の略、推算・重力・幾何・詳証(数学)の術、並べ究め
いわゆる す

てこれを悉すか。吾れ未だ之を知らざるなり。然らば則ち今の所謂儒者は果して何為

る者ぞや。 (3)

象山の「東洋道徳・西洋芸術」思想を内実とする進取究明の教育を受けた虎三郎は、幕

末期に西洋近代の軍事科学(西洋兵学や西洋砲術)の摂取という国防的な契機から、幾冊

ものオランダ原書を翻訳していたのである。この事実は、従来の洋学史研究や「米百俵」

研究において、全く知られてはいなかった。彼が、幕末維新期に翻訳したオランダ原書は、

その後も日の目をみることはなかった。そのほとんどが、本邦初公開という先駆的な作品

で、現在の洋学研究史上においても非常に重要な歴史的意味を有する作品であるといって

よい。
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(二)オランダ語の修得と洋学の研究

( 1 )江戸の象山塾における洋学の修得

ペリー艦隊の浦賀来航という未曾有の大事件が勃発した嘉永六年(1853)の六月、虎三

郎は、数えで二十六歳を迎える青年学徒で、あった。前年に越後長岡藩から江戸への公費遊

学を許され、「東洋道徳、・西洋芸術」思想、を標梼する佐久間象山の私塾で、洋儒兼学に励

む真撃な学究の徒で、あった。ペリー艦隊の浦賀来航という大事件に遭遇したとき、虎三郎

は、横浜開港を説く恩師象山の憂国の漢詩に感応して (4)、己の胸中を吐露した次のような

漢詩を詠んでいる (5)。

笑丑の六月、弥利堅の使節彼理、兵艦四般を率て、浦賀港に来り、

其の大統領の書を致して去る。象山先生詩あり、其の韻に次し奉る

忠憤欝屈涙空流

正是賠夷侵海秋

講武十年足以用

折衝千里量無人

草茅未見興奇傑

廊廟何縁建遠猷

生在神州同受沢

如今執深不負憂

【意訳】
みずのとうし

ちゅうふんうつくっ

忠憤欝屈して 涙空しく流る

正に是れ賠夷海を侵す秋

講武十年以て用ふるに足る

千里に折衝する 量人無からんや
そうぼう

草茅未だ見ず奇傑の興るを
よ えんゅう

廊廟何に縁りてか遠猷を建てん

生れて神州、|に在り 同じく沢を受く
じょこんたれ

如今執か深憂を負はざる

笑丑(嘉永六年)の六月、アメリカ合衆国の使節ペリーが、兵艦四般を率て、

浦賀港に来り、大統領の書状を幕府に渡して退去した。この時に象山先生は漢詩

を詠まれた。先生の詩に呼応して、私は次のような漢詩を詠んだ。

忠義の心から込み上げてくる憤りは、欝屈して涙が空しく流れる
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野蛮なアメリカ人が日本の海を侵して来航してきた秋に

武を講じて十年になるが、はたして用ふるに足りるであろうか

押し寄せるアメリカとの折衝に当たれる人が、いないのではないか

在野にも、いまだ優れた人物が奮起するするのを見ることはない

一体、幕府は、何によって外交戦略を建てようというのか

神州日本に生まれ、恩沢を受けて生きている身として

今、どうして深い憂いを抱かないでいられょうか

ペリーが来航した当時の日本では、いまだ異国異人の排撃を叫ぶ狭|盗な鎖国嬢夷の排他

論が大勢を占めていた。だが、すでにアヘン戦争を契機として開国進取に転じていた象山

は、黒船来航のときには、いち早く擦夷の否なることを説き、進んで、開国和親を主張した。

しかも、開港すべきは幕府の主張する江戸から遠く離れた伊豆下回ではなく、将軍家お膝

元の江戸に隣接する武州横浜であるべきだ、と主張したのである。象山こそは横浜開港の

先駆者であった。象山は、門人たちに対しても横浜開港の実現を期すべく、各自の藩主へ

の上書を促して、次のように説いていた。

今、巳むを得ずして、敵人に地を仮(貸)さんには、宜しく他日の計を為して、海
み ちか

陸に兵を進むるを得るの処を択ぶべし。籍に横浜の地勢を覧るに、甚だ之に遁し。

則ち人人の胆を嘗め薪に座するの念は、自ら巳む能はず。警衛守禦の方も亦自ら厳

ならざるを得ず。又、親しく彼の長ずる所を観て、以て速に我の智巧を進むべし。こ

れ、その利多しと為す所以なり。
ゆる おこた

もし下回に退かば、則ち人心必ず弛み、守衛必ず'降らん。市して虜舶(外国船)
けいび

は迅速にして、以て繋康(警備)し難し。横浜に在ると、下回に在ると、其の江戸の
うれい おも

腹心の患を為すことは、則ち間髪を以てすること能はず。故に吾謂へらく、横浜を

以て之に仮(貸)すの愈れりとなすに如かざるなり。是れ、天下の大計なり。君(望
す

月主人、松代藩家老、象山と深い親交)、士卒を総べて蕊に在り。以て黙すべからず。

上書して公(松代藩主の真田幸教)に献策あらんことを乞ひて可なりと。望月日く、

然り。然も吾が上書するは、子(象山)が上言するに如かずと。乃ち余に命じて江戸

に還らしめ、之を公(松代藩主)に告げしむ。温む者ありて果さず。公余に許して、

自ら之を為さしむ。是に於て縞に建白する所あり。
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又、門人長岡の小林虎をして、その主侯に上書して、大計を開陳せしめ、又、之を

して阿部閣老(老中首座の阿部正弘)の親幸する所を見て、為にその利害を論じ、時
、ん ぱんかい

に因りて規諌することを得て挽回する所あらんことを欲す。並に行はれず。小林生は
せめ

此を以て主侯の讃を得て、遂に辞して国に帰れり。 (6)

ペリー艦隊が浦賀に来航したとき、虎三郎の主君である長岡藩第十代藩主の牧野忠雅

(1799-1858)は、海防担当の幕府老中という重職にあり、老中首座の阿部正弘(福山藩

主、 1819-1857)を補佐して日米和親条約の締結に苦心していた。虎三郎は、米艦が来航

した翌年の安政元年(1854)一月、この藩主と老中阿部に対して、師説を奉じて横浜開港

を上書するに及んだ。しかし、この無謀とも思える彼の非常な行動は、書生の分際で天下

の御政道に物申したとの罪で処罰され、同年十二月、郷里長岡に帰藩の上、塾居謹慎を命

じられるに至ったのである。

(2)長岡謹慎中における洋学の研究

虎三郎は、「甲寅(安政元年、 1854)の春、余、罪を獲て帰り、閉居して書を読む」と

自ら記すごとく、郷里の越後長岡に帰った後は、自宅を「求志洞」と称して塾居謹慎の生

活に入った。江戸での学問的大成への夢破れた彼は、以後、襲い来る不安と孤独を掻き消

すかのごとくに、オランダ原書の翻訳や原稿の執筆という学究生活に没頭していく。

だが、挫けそうになる謹慎時代の彼の胸中には、常に敬慕してやまない恩師象山の姿が

初練として匙るので、あった。象山を偲んで、自らを叱日宅激励する漢詩を、彼は幾篇も詠んで

おも

いる。その内の一編「象山先生を懐ひ奉る」を次に紹介する(7)。

先生今泰斗 先生今泰斗

妙契隻出群 み妙よう契けいは隻る (盗)かに群を出づ

心包宇宙理 心は宇宙の理を包み

眼破東西文 眼は東西の文を破る

信中千里水 信中千里の水

越北百層雲 越北百層の雲
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いず いっきょうし
何日ー爺枝 何れの日か一館枝(一本の杖)

玄論得再開 玄論再び聞くを得ん

[意訳]

我が師象山先生は、今、天下で最も敬仰される偉大な学者である

時代に適う希有の学者である点で、先生は群を抜いた存在である

先生の心は、宇宙の真理を包み

その眼は東西の書物を読破している

先生の住む信州を流れる千里の水

我が住む越後長岡にたなびく幾重もの雲

いずれの日にか、一つに結ぼれて一本の杖となるであろう

先生の深遠なる御高説を、再び聞くことが出来るであろうか

塾居時代の虎三郎は、処女論文「興学私議J(安政六年)をはじめとする詩文の執筆活

動に励み、オランダ原書の翻訳活動に没頭するなど、恩師象山の説く「東洋道徳・西洋芸

術」という思想世界の学問的探究をめざして、ひたすら東西両洋の学問研鎖に精励した。

特に「西洋芸術J、すなわち洋学の研究に関しては余念がなかった。彼は、江戸の象山

塾時代に恩師から訳読すべき貴重なオランダ原書を幾冊も贈られ、また自らも重要なオラ

ンダ文献を探し求めて購入し、あるいは借り受けて書写していたのである。幸か不幸か、

謹慎中の彼には、原書を読むには十分な時聞があった。それ故に彼は、江戸から持ち帰っ

たオランダ原書の解読を進め、西洋新知識の獲得に挑んで、いった。次の漢詩「読洋書」は、

ひたむ

洋学の研鎖に励む虎三郎の直向きな向学心を見事に表現している。

洋儒窮物理 洋儒物理を窮め

執近滋精明
執ばんさ近ん滋ますま々す精明なり

剖析入微妙
剖ほう析せき微びび妙ょうに入り

万象無遁情 万象遁とんじ情よう無し

創意製人血 創意人血を製し

全然若天成 全然天成の若し
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洋人取燐酸鉄摘砂揮発華鶏子白、食塩四品市混合之、加以瓦爾華尼電気、経十二少

時則化市為血、与天成之物無以異也。

洋人燐酸鉄、摘砂揮発華、鶏子自食、食塩の四品を取て之を混合し、加ふる

瓦爾華尼電気を以てし、十二少時を経れば、則ち化して血と為る。天成の物以て

異なる無きなり。

神会乃至斯 神会乃ち斯に至る

造物量無驚 造物量驚く無からんや

味者都娼嫉 昧者は郷(却)て娼嫉し

務議諜縦横 誘議議りに縦横す

何人執簸石
簸しんせき

何人か石を執りて

痛下破IL，'盲 痛下して心盲を破せん(8) 

【意訳】

西洋の科学者は物質の真理を窮め、近年、益々精徹になってきている。物質の分析は

微妙精微に至り、万物の本質が明らかになってきた。人間の科学的な創意が人血を造

れるまでになり、全く天然の物と変わりはないほどである。

西洋人は、燐酸鉄、楠砂揮発華(塩化アンモンの昇華物)、鶏子白食、食塩の四
がるばにでんき

品を混合して、特に瓦爾華尼電気 (Galuvani，十八世紀中頃のイタリアの生理学

者、筆者注)の場合などは、十二時間を経れば則ち化合して人工の血液となる。

本物の人血と何ら変わりない。

科学の神秘はここまできている。人間の創意工夫とは驚くべきものであ。この恩恵を

受ける者は、本質を知らない故に、却ってこれを嫉み、悪口中傷がみだりに広まって
しんせき

いく。一体、誰が、簸石(病気を治す石針)を以て痛みを与え、誤った考えを打ち破

ることができるのか。

彼は、江戸の象山塾時代に、オランダ語の原書を解読するに十分な語学力を修得してい

たのである。それ故、長岡に謹慎中の彼は、いまだ日本には紹介されていない幾冊ものオ

ランダ原書を読破し、特に有益と思われる原書については、これを抄訳して冊子にまとめ、
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関係者に配布していた。次に、彼の翻訳活動の具体的な成果の一端をみていくこととする。

(三)オランダ原書の翻訳活動

( 1 )海防書「簿海試説」の抄訳(安政二年)

アンゲル

本書は、オランダ原書の兵学書である。原著者は、オランダの砲将「諾厄児」という軍

人で、その彼が、中国でアヘン戦争が勃発する前年(1839) に著した海防書である。この

オランダ語の原書を、虎三郎は、江戸遊学中の象山塾時代に書写して所蔵していた。謹慎

処分を受けて郷里長岡に帰省した後、彼は、本書を訳読して感動し、その抄訳草稿に
ゆしゃアンゲノレしちゅうかい Lせっ

「手写諾厄児氏簿海試説の後に書す (9)Jという一文を付した。安政二年(1855)五月のこ

とであった。

一体、二十代半ばの虎三郎は、何故に本書に注目し、書写までして私蔵し、これを訳読
アンゲル

したのか。それは、前述した後序「手写諾厄児氏簿海試説の後に書す」に詳しい。嘉永四

年 (1851)に、江戸の象山塾に入門した虎三郎は、漢学と洋学の兼学を教育方針とする恩

師象山から「東洋道徳・西洋芸術」の学聞を学び、とりわけ洋学を媒介に西洋兵学や西洋

砲術を中心とする西洋新知識の教授を受けた。

その折りに、恩師象山から、海国日本の防衛上、如何に海防に関する学聞が重要である

かを教えられた。それ故、特に海防学に優れた西洋オランダの原書については、進んで訳

読して研究すべきことを諭されていたのである。彼は、その象山から本書を貸与され、こ

れを書写して所蔵した、というわけである。その聞の事情を、彼は次のように述べている。

これ

嚢には象山先生掲げて駕を示して日く、本邦は四面皆海。市して東西の諾蕃、
ますます ひょうりゃく

舟栂(舟と舵)の術、日に以て滋精しく、其の衝突剰掠(脅して掠めとる)の
おそれ ただオラン ダ ごと

虞あること、何ぞ音に荷蘭のみならん。員Ijち此の書の若き、凡そ心を辺事に留むる

者、一通を取りて以て之を座右に置かざるべからずと。虎拝して之を受け、写して蔵

せり。(10)
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恩師象山の勧めで同書を書写した虎三郎は、遠く江戸を離れた越後長岡での謹慎中に、

改めて本書を訳読したのである。西洋日新の兵学書を繕いたときの驚きを交えて、同書の

概要と読後感を、彼は、次のように述べている。

ぐんしゅ

今、之を読みて、其の論ずる所を観るに、砲台の築造、火器の主用、軍須(軍需)

の儲蓄(貯蓄)、点放(点火)の機宜より、以て夫の水兵の応接椅角(前後相応じて
おおむ

敵に当たる)の法に及ぶまで、率ね皆本邦人、思慮未だ嘗て至らざる所なり。
がくぜん ききゅう

始めは則ち惇然として驚き、荘然として疑ひ、殆ど企及すべからざる者の若し。
おもむ かんぜん と はいぜん とお

徐ろにして之を思へば、則ち換然として釈(解)け、神然として疏(通)る。乃ち
もとず

信(真)に其の規画(企画)する所、皆之を窮理に原(基)き、之を実歴に参し、

算数に密に、事情に切に然らりざるを得ざるに止まる。
いやしく

固より未だ始より驚きて疑ふべき者あらず。本邦の人と雄も、 有も学んで之を習

ひ、久しくして熟せば、則ち亦得て能くすべきなり。(11)

本書を訳読した虎三郎は、その理路整然とした科学的な内容に感動し、圧倒された。本

書に記載されている西洋軍事科学の内容は、数学や物理学など精微な西洋近代科学の成果

であり、とても日本人の及びえないところである。まさしく前代未聞の驚嘆すべき学問的

な世界で、あったのである。

だが、日本人とて、西洋人と同じ人間である。今後、日本人も、西洋科学を学んでいけ

ば、決して修得できないはずはない。必ずや我が物とすることができる。そう、彼は考え

た。西洋の未知の学問的世界に触発された彼の衝撃的な感動が、素直に吐露されている。

このように、精徽で合理的な西洋近代科学の優秀性を冷静に認識し、これを我が物とす

べく、臆することなく果敢に挑んで、いくべきことは、「東洋道徳・西洋芸術」思想を説く

象山が、私塾教育で常に門人たちに徹底して説諭し奨励していたところで、あった。謹慎中

にオランダ原書を次々と訳読し、西洋科学の吸収に没頭する虎三郎の態度は、思師象山の

教えを誠実に実践照行したもので、あった。
いやしく

虎三郎は、「荷も以て敵を制すべくんば、則ち敵の為す所と雄も、亦必ず資として之

を用ふ(12) J r其の長ずる所、資として以て自ら助くる能はず、以て醜虜の屈辱を受る。智

と謂ふべけんや (13) Jと述べ、今後は日本人も、本書のような洋書を基にした海防学の研

鎖に向かうべきことを力説していたのである。安政二年(1854)五月、罪をえて謹慎生活
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に入ってから二年目のことであった。

虎三郎は、明かりを閉じて人とも会わずに、このオランダ原書を一心不乱に訳読した際、

込み上げてくる非常な思いを、塾居謹慎という絶望的な身の上に重ね合わせて、次のよう

に記している。

しりぞ しず

戸を閉じ人を扉け、閑かに此の書を繕けば、回顧の際、感慨無くんばあらず。遂に

其の後に書す。
げ っ そうしようしようにん

安政二年乙卯、蒲月(五月)。讐松樵人(きこり) 虎(14)

(2)西洋の物理学書「重学訓蒙」の抄訳(慶応元年)

本書もまた、虎三郎の翻訳したオランダ原書の中の一冊で、標題の「重学」とは「力

学」を意味する。彼は、同書の訳稿に「重学訓蒙序」としづ序文をイ寸し、その冒頭に「ひ
きん

とりの身を以て十人の事を作し、百斤(斤は重量の単位、一斤は六00グラム)の力を用

ひて万斤の物を動かす。重学の利、亦大ならずや。Jと述べている。したがって本書は、

内容からみれば、「力学入門」とでも訳すべき蘭学書で、あった。

ところで、「重学」という書名を冠した西洋力学の日本への紹介書としては、すでに幕

末期の安政六年(1859) に、中国駐在の英国人宣教師アレキサンダ.ワイリ(はA

著の漢書『重学浅説』が日本で翻刻され、幕府府:~にこよつて刊行されていた(札15ヘ。これが、管

見の限りでは「重学」という学問分野での西洋科学書の日本への紹介の最初と考えられる。

残念ながら、その内容を知るよしはない。この九年後に、虎三郎は「重学訓蒙」を抄訳し

たのである。

虎三郎が訳読した『重学訓蒙』というオランダ原書が、はたして幕府翻刻の書物と同じ

原書であったかどうかは、確認することができない。だが、虎三郎は、漢書の翻刻版で読

んで、いたのではなかった。『重学訓蒙』は、虎三郎がオランダ語の原書から直接、翻訳し

た書物であった。このことは、彼が同書に付した「重学訓蒙序」という次の一文からも確

認することができる。

頃者偶々荷蘭人の著す所の重学司1[蒙なる者を獲て、之を読むに、其の事部細に似た
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りと雄も、民生日用に於て実にし、殊に切要と為す。因りて自ら捕らずも、訳するに
かんきょう ばんせい

国語を以てし、以て夫の寒郷(田舎)晩生(後輩)の斯の学に志ありて、未だ洋文

に習はざる者に示し、之をして其の端緒を窺ふを得せしむ。(中略)
せつろう

今、余が訳述する所、拙随と日ふと雄も、上にしては政に従ひ官に服する人、下に

しては豪農鈍商(豪商)の徒、或は得て之を読まば、以て彼の国の重学の精備は、

本邦漢土の未だ夢にも見ざる所なるを知ることに於て、家国民生に於ける神益窮めて

大ならん。遂に其の理を推尋し、其の器を購造(製造)して、これを諸の実事に施さ

ば、員Ijち富強の本、乃ち其のーを得ん。畳小補と日はんや。(16) 

上記の引用文によって、彼はオランダ語の原書を翻訳したこと、しかも訳述するに際し

ては「国語」、すなわち漢字仮名交じりの日本語で表記し、オランダ語を解することので

きない日本の田舎者や後学者にも読めるように工夫したこと、などが明らかとなる。

彼の抄訳において特に注目すべきは、オランダ語を日本語に翻訳する際の訳文の苦心で

ある。すなわち彼は、誰でもが読める平易な日本語(漢字仮名交じり文)に執着していた、

のである。実は、このように平易な日本語の訳文にこだわる態度は、維新後の彼が、平民

教育の実現を期して簡明な国文による歴史教科書『小学園史~ (全十二巻、明治六年刊

行)を編纂し刊行する伏線となっていたのである。

以上の内容は、「重学訓蒙序」に記されたところであるが、さらに虎三郎は、訳稿の最

後に付すべき後序、すなわち「重学訓蒙後序」という一文も書いていたのである。

「水根車なる者は、西洋重学器の一つなり」との書き出しではじまる後序において、虎三

郎は、要するに「重学」とは日本の村々で利用されている水車の挽き臼のことであり、そ

こに隠れている重いものを軽く動かす科学を意味するのだ、と平易に説明している。

日本人は、経験知によって生み出された文明の利器を当たり前のこととして利用してい

る。だが、その一つひとつに普遍的な科学の原理が潜んでいること、しかも、その原理は

様々な物を生み出す原動力となること説き示し、そのような「西洋重学」に認められる

「西洋芸術」の卓越性に訓目すべきこと、これを活用すれば国家民生にとって極めて有益

であること、などを次のように具体的に論述している。

たまたま

夫れ、一器の偶々行はる、其の制の未だ備らず、其の施の未だ普からざを以て、猶

且つ此くの如し。果して衆器をして悉く行はれ、其の制をして能く備はり、其の施を

-11-

守燐



婚主 i

して能く普からしめば、則ち其の利又如何ぞや。西洋重学の家国民生に於て、一日と
これ ゆる

して駕を緩やかにすべからざる者、これを此に観るに、其れ亦以て瞭然として疑ひ無

かる可きかな。
すいてんしゃ

余重学訓蒙を訳すに方り。客の城東の諸村水根車の事を以て余に語る者あり。 因

りて之を叙述して以て後序となす。(17)

(3 )西洋の軍事地理学書「察地小言Jの抄訳(慶応二年)

抄訳に至る経緯

本書もオランダ原書の兵学書であった。虎三郎は、本書を江戸の象山塾時代に恩師象山

から拝領し、この内容の重要性を教え諭されたとして、自らが草した「察地小言後序」の

冒頭で、次のように記している。

虎、既に此の原本を象山先生に受く。先生、虎に謂ひて日く、探候の事は機敏なる

者にあらずんば、以て之に任ずるに足らずと。蓋し虎、資性撲魯(撲愚)、機敏は尤

も其の足らざる所と為す。故に特に以て戒むるのみ。(I8)

さらにまた、虎三郎が、恩師象山から本書のオランダ原書を贈与されるに至った経緯が、

訳書の官頭に付した序文「察地小言序」に、次のごとく詳述されている。

ところで虎三郎は、嘉永四年(1851)三月、江戸の象山塾に入門、象山から儒学の教え

を受ける傍ら西洋兵学をも学んでいた。そして、二年後の嘉永六年六月、ペリー米国艦隊

の浦賀来航という事件に遭遇する。これを契機に虎三郎は、急速に西洋科学(西洋兵学・

西洋砲術)の研鎖に向かい、象山の指導の下でオランダ原書の訳読に挑んでいくことにな

ったのである。

虎は是より先、既に研経(儒教経典の研究)の暇を以て、泰西の搬(砲)隊銃陣の
ますます そうが

法を先生(象山)に受くれば、則ち又益力を此に用ひ、以て爪牙(防衛)の用を致

すを求む。乃ち窃に以て謂へらく、用兵は地の利を得るを貴ぶ。故に孫子十三篇は、

従前兵を談ずる者の要訣と為す。而して地理を論ずる者、三其のーに居る。泰西の兵
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術、近ごろに至って倍々進み、遠く本邦漢土の上に出づ。員Ijち察地の事、亦必ず其の

精を極むる者有らん。既に之れ有り。而して未だ之を知らざるなり。砲隊銃陣、其の

進退分合の法、平時に在つては、既に熟すと雄も、而も一旦敵に臨まば、滞碍必ず多

からん。悪んぞ敗を免かるを得んやと。 (20)

兵学における砲隊銃陣の用兵においては、「地の利を得る」こと、すなわち恩師の象山

が説く、「土境の形勢、海陸道路の険夷(険阻と平坦)、外蕃(外国)の情状、防成(防

衛)の利害、城壁(城壁)・堵喋(防塁)・控援(統率)(21lJが大切なことなのである。そ

れ故に、陣の配列において土地の形状を察知する「地理学Jは、兵学上、極めて重要な学

問である。西洋の兵学では、「砲隊銃陣の進退分合の法」として地理に関する学聞が大い

に発達しており、とても中国や日本の比ではない。恩師象山から西洋兵学の教授を受けた

虎三郎は、そう痛感した。そこで彼は、兵学における土地の形状を探究する「察地」とい

う学問について、恩師象山に質問をした。すると象山は、次のように教え諭したのである。

因ってこれを先生(象山)に質す。則ち日く、子(虎三郎)の疑ひや善し。彼の国
いわゆる

の兵家、固より所謂察地学なる者ありて、自らー科を為すと。遂に把氏(オランダ人
これ

原著者)の書中に工兵察地篇を出して、以て駕を示して回く、是れ僅々数葉のみ。固

より未だ備はれりとなさず。然れども之を孫子以下の地理を論ずる者に視へば、其

の詳略精粗の相距ること亦巳に天淵なり。今紗(抜粋)して小冊子と為し、夫のー

隊に将たり、及び探候(偵察)に任ずる者をして、皆預め熟復し、而も行軍の際、又
ぉ

之を懐裡に震(置)き、臨時に検閲せしむれば、則ち其の地の利を得ること、思ひ半
せんべん

ばに過ぎん。子(虎三郎)童んぞ先鞭を着けざるやと。 (22)

虎三郎の質問に対して、象山は兵学において、如何に地理に関する学聞が重要であるか、

西洋では「察地学」という独立した学問となっていることを説き、オランダ原書『工兵察

地篇』を示し、この本の中の察地に関する「地理の部分」を抜き書きして訳読することを

勧めたのである。

理路整然とした思師象山の教えに感動して奮起した虎三郎は、「虎大いに喜び、一本を

紗して以て読む。 (21)Jと、直ちにオランダ原書を書写して冊子にまとめ、これを読み耽っ

た。ところが、不運にも虎三郎は、この直後に恩師象山の横浜開港説を奉じて藩主や老中

- 13ー
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に上書し、これが罪をえて帰藩謹慎を命じられてしまったのである。安政元年(1853)一

月、数えで二十六歳のときであった。

彼は、江戸の象山塾時代に入手した文献資料、とりわけオランダ原書の数々を長岡に持

ち帰った。それから幾歳月が流れ、激動する幕末期の十余年が経過した慶応二年 (1869)

の初秋、幕府の第二次長州征伐に出征する長岡藩の兵士たちに対して、難病を患って出征

できない虎三郎は、かつて抜き書きして訳読したオランダ原書『工兵察地篇』の中の「地

理の部分」を、平易な漢字仮名交じりの国文をもって翻訳し、『察地小言』と題した小冊

子にまとめて彼らに配布し、彼らの無事の帰還を祈った。虎三郎訳『察地小言』の誕生で

あった。以上の経過を、彼自身が、序文の中で次のように記している。

既に花耕(米国)再び来り、貿易の約成る。復、兵を用ふるに至らず。而して虎忽
ちんあ

ち罪を獲て以て帰る。未だ幾ばくならざるに又沈病(長患い)に擢り、之を高閣(高

楼)に束ぬること巳に十余年なり。
おご とうそう

今蕗に長藩(長州藩)益々倣るを憂ひ、列藩命を奉じて討勅(討滅)す。市して我
こ れ く み すなわ ながやみ ほうごう

が公駕に与す。虎乃ち深く其の疾の益々癌にして、従て方剛(正しく強い)の力を

致す能はざるを慨き、則ち遂に旧本を出し、訳すに国字を以てし、名づけて察地小言
おく こいねが

と日ひ、以て平生同憂の士の軍に従ふ者に胎る。庶幾はくは其れを省察して、以て

滞碍(滞擬)の患を免るる所あらん。而して区々敵'鼠(敵対)の志も亦少しく伸ぶる

を得んか。 (23)

江戸で恩師と別れてから十有余年、長岡の自宅「求志洞」に寵もって、翻訳書『察地小

言』を仕上げようとする虎三郎。だが、不遇な身の上に追い打ちをかけるような難病の苦

痛に、彼は耐えきれなくなるときがある。そんな彼の萎える心を奮い立たせたのは、恩師

象山の姿であった。彼は、ままならない試練の逆境にあるとき、常に恩師の象山を想い起

こした。そして江戸の私塾で賜った思師の一言半句を反綿して奮起し、ひたすらに原書の

翻訳に立ち向かったのである。そのような心境を、彼は『察地小言』の序文の最後に次の

ように言己している。

発丑(嘉永七年)より今(慶応二年)に至るまで、一紀(十二年)に過ぎざるに、

世局の変換、既に巳に此くの如し。而して忠智国を憂ふる、象山先生の若き者、示諭
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の言猶耳に在り。市して又房長(災禍)を其の聞に免かるるを得ず。此れ則ち虎(虎三

郎)が翻訳の問、傭仰回顧し、覚えず流沸して大息するところなり。
ぉ

因って既に其の紗訳(抄訳)の由を叙し、又附するに此を以てし、これを巻首に寅

(置)く。慶応丙寅(二年)、孟秋下涜(七月下旬)。小林虎、病文(虎三郎の号)

病を力めて求志楼上に書す。 (24)

ところで、虎三郎が翻訳した『察地小言~ (和綴一冊本)は、オランダ原書の兵学書

『工兵察地篇』の抄訳で、あった。はたして原本が、如何なるオランダ語の訳語であるのか、

原書名は判然としない。地理学的な観点から考究した西洋兵学書という斬新な同書は、管

見の限りでは、従来の洋学関係の先行研究には登場せず、日本では全く未知の書物で、あっ

た (25)。したがって、その抄訳本である『察地小言』は、虎三郎によって初めて日本に翻

訳・紹介されたものとみてよい。幕末期日本の洋学界に、未知のオランダ原書が虎三郎の

翻訳によって付け加えられたていた、ということである。

その虎三郎訳の直筆本『察地小言』が、今、長岡市立中央図書館の文書資料室に完全な

形で収蔵されいる (26)。同書には、虎三郎の象門畏友で、あった三島億二郎の蔵書印が押さ

れている故、虎三郎が億二郎に進呈したものとみて間違いないであろう。

虎三郎訳「察地小言」の内容

同書の表紙に記された正式な標題は『察地小言 単~ (以下、『察地小言』と略記)であ

り、裏表紙には訳者である虎三郎の筆になる一文、「書は言を尽さず。言は意を尽さず。
あきらか

神にして之を聞にするは、其の人に存す。訳者、題す。(文字は言いたいことを充分に

表せない。言語は思っていることを充分に表せない。神妙の働きを尽くしてその理法を明

らかにするのは、これを利用する者の資質知何による)Jが記されている (27)。

次に、「山田尚政」という人物の推薦文「読察地小言Jが掲げられている。この序文を

寄せた山田とは、長岡藩校崇徳館の恩師である山田愛之助(到処)である。山田は、江戸

に遊学し、幕府の昌平坂学問所の儒官である古賀伺庵(寛政の三博士のひとりである古賀

精里の第三子)に師事して儒学(朱子学)を修め、さらに緒方洪庵と並び称される幕末西

洋医学界の大御所である伊東玄朴に就いて蘭学を学んだ洋儒兼学の学者であった。

その山田が、郷里長岡に帰って藩校崇徳館の都講(校長職)を務めていた幕末期に、虎

三郎は同校に入門して学問的な基礎を形成し、やがて藩校教官(助教)に抜擢されるわけ
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である (28)。地元長岡での恩師である山田こそは、江戸の象山塾に入門する前の虎三郎に、

洋儒兼学の重要性を率先垂範してみせた理想の学者であった。伝統的な朱子儒学から洋学

(蘭学)を学び取り、東西両洋の学問を統合した「東洋道徳・西洋芸術」という新たな学

問や思想の世界を志向していた点において、山田と象山とは同じ学問的系譜にあったとみ

てよい。

生涯に亘って象山を恩師として敬仰した虎三郎にとって、象山亡き後、翻訳なった『察

地小言』の推薦序文を、山田に依頼することは、敬慕してやまない旧師の学恩に報いるこ

とであり、最もの喜びとするところであった。愛弟子である虎三郎の学問的成果に接した

彼は、「今、この訳書を読んで、書いてあることは切実で、あり、訳文もわかりやすく読み

やすい。Jrこの本は今現在まさに必要で、ある。Jとの心温まる推薦文を寄せたのであるは

9) 

上記のような山田の推薦序文に続いて、本書の内容を構成する目次の全体を表す、次の

ような「察地小言目録」が掲げられている。

察地小言目録

-駒山
4
・9山

山

ベルグエングテ

山路

樹園

林

湧泉

橋梁

村落

福脅す多

ケヒュクト

ヘイデハーゲ、

凹路

インオンダチー

寛

カステール
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祖

候
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気
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野

伽

地

海

田

ト

陣

各

プロヒノレ

法

法

河

地

察

察
戦

戦

集

河

攻

守

市

陣地

攻戦陣地

守戦陣地

城

池沼祖如 ) 黒洗土

平地

渉処

道路

葡萄園

ウィンテノレタウアノレチーノレ

以上のような「内容目録」が付された虎三郎訳の『察地小言』は、原著者の序文に記さ

れているごとく、軍隊の戦地への進退行動、野営陣地の選定などを、如何に安全かっ迅速

に展開するかという軍事的な観点から、「地理ヲ察スル法」を詳細に説き示した地理学書

である。

具体的には、軍事目的の実現のために必要な地理学的な知見や心得の数々が、全五十八

章の構成で、虎三郎の墨書した翻訳の冊子では和紙五十八丁綴 (59頁)にEって実践的に

講述されている。

そのような虎三郎訳『察地小言』は、幕末維新期において他に類書をみず、現在まで全

く知られることのなかった本邦初公開の洋学書一軍事地理学書で、あった。同書の洋学史上

における資料的価値の大きさに鑑み、本章の最後部に長岡市立中央図書館文書資料室所蔵
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の原本から全文を解読して紹介しておくこととする。

(4)西洋の軍事食料学書「泰西兵働一斑」の抄訳(慶応三年)

本書を抄訳するに至った動機
たいせいへいしょういっぱん

虎三郎が翻訳した「泰西兵飾一班」もまた、オランダ原書の兵学書を抄訳したものであ
ひょうろう

る。「兵鮪」の「鮪」とは、「携える食糧Jr干した食糧Jr兵糧」の意味であり、したが

って「兵鮪」とは「兵隊の食糧」ということである。虎三郎は、本書を後学の人々、特

に軍関係者の教科書として公刊するという明確な意図を持って翻訳していた。彼は、この

オランダの兵学原書を抄訳するに至った動機や経緯などを、「泰西兵鮪一斑序」という序

文に記している (30)。

おらんだほうたいカピタンパロイン

それによると、抄訳の原本は、オランダ原書の兵学書(r荷蘭搬隊毘丹薄魯印」著す所

の『従軍必携』という著書)である。虎三郎は、その兵学書を購入して訳読した結果、兵

隊の健康管理にとって、如何に食事が深い関わりを有しているかを思い知らされ、西洋日

新の新知識に恐'躍したのである。そこで彼は、日本では全く未知の新知識である兵隊の食

事に関する「兵鮪篇Jの重要性に鑑みて、その部分を抄訳して「泰西兵鍋ー班」という

標題をつけたわけである。

近今泰西の各国深く此に察することあり。乃ち其の兵卒をして甘飽して以て其の健

康を保たしむる所以の者、其の詳悉を極む。淘に和漢古今の未だ曾てあらざる所な

り。之を彼の国の兵志(兵書)に考ふるに歴々として見るべし。属者、余、荷蘭搬隊

加毘丹薄魯印著す所の従軍必携を購ひ獲て之を読むに、内に兵飾篇あり。語簡なりと

雄も、而も夫の兵卒をして、甘飽して以て、其の健康を保たしむる所以の者、亦以て

其の概略を観るに足る。因て摘んで之を訳し、名づけて泰西兵鮪一斑と日ふ。以て子

弟の兵を学ぶ者に授く。而して諸々の観んことを請ふ者にも、亦敢へて隠さず。 (31)。

幕末期の日本には西洋日新の兵学書が、数多く翻訳紹介されていた。だが、兵隊の食事

に関する本書のような内容は、本邦においては、いまだかつて見られなかった新知識であ

る、と虎三郎は感嘆した。それ故に彼は、今後の日本でも兵隊を率いる将官は、本書を活
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用して兵食の重要性を認識し、食事の面から兵隊の健康管理に配慮すべきであるとして、

次のように述べている。

泰西の兵術は既に宇内(日本の圏内)に冠たれば、員Ijち、我が列藩の軍政を経理す

る、固より専ら彼の制に徴はざるを得ず。乃ち兵鯛の一事も亦彼の為す所を取って以

て参酌するにあらずんば、則ち必ず其の宜しきに適ふ能はず。然らば則ち此の書の載

する所の若き、出でて兵に将たる者、固より知らざるべからず。入って供給を管する

者、尤も知らざるべからず。此を知らずんば、兵卒をして、甘飽して以て其の健康を

保ち、康繍(腐乱)の惨を免れて、禍をして其の国に及ばざらしめんと欲するも必ず
いず のが

得べからず。而して彼の不仁不智の責、又悪くんぞ得て而して之を遣れんや。 (32)

山本有三『米百俵』に紹介された「泰西兵備一斑j

虎三郎の蘭書翻訳については、山本有三も『米百俵』を著す際には注目して調査し、次

のように述べている。

蘭書から抄訳したものには、「重学部l兼Jr察地小言Jr野戦要務通則Jr泰西兵銅一

般」などがあります。最初のものは、物理学の初歩を説いたものと思われます。あと

の三つは、いずれも兵書で、家中の若ざむらひたちに、その草稿を自由に読ませたも

のLやょうです。長岡藩での兵制の改革に取りか与った時には、病翁は意見書といっし

ょに、これらの兵書を、藩の重役に提出しております。右の抄訳のうち、いま残って

おるものは、「泰西兵制一般」だけで、ほかのものは見あたりません。「泰西兵飼一

般」一兵銅という字が、むずかしい字ですが、これは「へイショウJと読みます。い
しちょう

くさの時の食料のことです。鞠重(軍隊の荷物)の重要なることを説き、それに関す

る外国の模様を紹介したもので、慶応三年の夏に訳したものです。

この序文は「求志洞遺稿」のなかにも出ていますが、本文は載っておりません。そ

れで珍しいと思いますから、こ与にちょっと持ちだしたのですが、珍しいと言えば、

本文のまっさきに出てくる「蒸餅」ということばも、珍しい言葉だと思います。これ

は蒸餅と書いてあっても、決して蒸したもちのことではありません。横に「ブロー

ド」と振りがながしであるのでもわかるように、今日のパンのことです。オランダ語

では、パンのことをブロードと言いますが、ブロードとか、パンとか言っても、そう
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いう西洋のことばは、幕末の人にはわかりませんから、蒸餅という字をあてて、これ

は蒸したもちのようなものだということを示したものだろうと恩われます。

この抄訳は、パンをはじめとして、西洋の軍隊で使うさまざまな食料のことを説明

したもので、うしろのほうには、野菜の中に含まれている「衛養力」の分析表なども

あげであります。ついで、ながら、長岡藩では、ご一新の戦いの時に、パンを作ってお

ります。もっともそれは、この抄訳を手びきにして作ったものかどうか、そこまでは

わかりませんが、おそらくは、大事な参考書の一つであったろうと思われます。 (33)

有三は、上述の資料的な根拠として、抄訳「泰西兵飾一般」の現物(手書き草稿の第一

頁)を、『米百俵』の中に写真版で掲載している。それ故に彼は、抄訳本の全文を読んでい

たものと推察される。写真に収められた草稿の現物は、有三が『米百俵~ (1945年)を出版

した当時は、「長岡市教育会保管」と記されているが (34)、その後の行方は全く不明である。

有三の『米百俵』に掲載された写真の部分を解読すると次のようになる。

泰西兵飾一般

プロード

蒸餅第一

蒸餅ハ純粋不雑ノ赤小麦若クハ白小麦粉ノ節ハズ、ンデ凝塊ナク悪臭ナキモノヲ以

テ製ス。之ヲ製シテ二十四小時、即チ一昼夜小時ハ我ガ春秋ニ分ノ時ノ半晴れト知へシ、

ヲ経ルノ後其一枚ノ重サー斤五両其中経二掌三栂ヨリ二掌四栂ニ至リ、其厚サハ

カサ エノレ

八栂トス。故ニ二百五十枚ノ蒸餅ノ容一肘立方トス、按スルニコレ、ソノ各個ノ実際ヲ

除テ算ススモノナルパシ、而シテ百六十枚ノ蒸餅 )
 

M
O
 

n
d
 

(
 

l
t
J
 

なお、虎三郎の甥(実妹の次男)で東京帝国大学医学部教授となった小金井良精の孫で

作家の星新一(本名は星親ー)は、敬慕して止まない祖父を追悼して伝記『祖父・小金井

良精の記~ (河出書房新社、 1974年)を刊行した。その中で、祖父の叔父である虎三郎に

ついても詳述しているが、オランダ原書の翻訳書である「泰西兵鯛ー班序」についても、

上記のような有三の『米百俵』の内容を踏まえて、次のように紹介している。

長岡の虎三郎は、依然として無役。藩どうしが戦う愚を知りながら、その防
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止について意見をのべられる立場にない。蘭書を何冊か翻訳した。その一つに

『泰西兵鍋一斑序』というのがある。戦時食料に関するもので、パンの製法、野

菜の栄養成分などの内容である。ここは有数の米作地帯、パンの製法の紹介で、

世の中は変るぞとの思いを表明したのかもしれない。 (36)

虎三郎が抄訳した「泰西兵銅一斑」のような兵隊の食事に関する兵学書は、急増する幕

末期の西洋翻訳書の中にも全く見当たらない。それ故、本邦では未知のオランダ原書から

抄訳した本書は、虎三郎の先見性を示す学究的な成果であったといえる。惜しむらくは翻

訳原本が、有三が『米百俵』を執筆した昭和十八年(1943) には存在が確認されていたが、

その後、第二次世界大戦時の長岡戦災で焼失したと推測され、内容を確認できないことで

ある。

この「泰西兵銅一班」の翻訳にも窺い知れる通り、虎三郎は、「西洋芸術Jの優秀性や

利便性を、西洋近代科学の単なる技術的な成果の次元でとらえるのではなく、新知識の裏

側に潜む学問的な基礎にまで着目して理解しようとしていた。この点を看過してはならな

い。恩師の象山や門人の虎三郎とって、「西洋芸術」とは単なる知識や技術の世界ではな

かったのである。

(5)西洋兵学書「野戦要務通則一斑Jの抄訳(慶応三年)

本書も、虎三郎がオランダ原書の兵学書を抄訳したものである。その原書とは、前述の

「泰西兵銅一斑」と同じオランダ砲隊長「毘丹薄魯印」の著書『従軍必携』で、あった。こ

の抄訳を冊子にまとめた経緯を、虎三郎は序文「野戦要務通則一斑序」の中で次のように

述べている。

西洋の兵学、科を分ち門を設くること無慮、若干。而して野戦要務を以て其のーに置

くは、蓋し此の故を以てなり。其の科固より専書あり。事に洋兵に従ふ者、其の詳ら

かにして且つ備はる者を求めて、之を講ぜざるべからず。

余、荷蘭の薄氏の従軍必携を閲するに、其の内の野戦要務通則は、語簡に過ぐと雄

も、事目頗る多し。亦以て其の大凡を観るに足る。因て抜いて之を訳し、一冊子と為
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銭ー〈争二一・ 1

す。之を一斑と謂ふ者は、其の専書に非ずして、未だ詳らかに備はれりと為さぎるを

明らかにするのみ。大方の君子、固より取るなからん。然れども初学の士、目未だ蟹
ぜんぼう

文(蟹文字、欧文)を知らざる者、或いは受けて之を読まば 則ち其の全豹を求むる

に於て、未だ必ずしも助け無くんばあらずと云ふ。 (37l

オランダ原書の中の「野戦要務」に関する部分を抄訳した本書もまた、当時の日本の軍

隊で、は未知の西洋兵学の入門書で、あった。冊子にして配布したという本書の訳稿は、現在、

その存在を確認することができず、序文が残されているだけである。その序文を虎三郎が

執筆したのは、明治と改元される前年の慶応三年 (1867)のことであり、長岡藩も加わっ

た幕府軍による第二次長州征伐の開戦直後のことで、あった。

さらに、この翌年には、越後長岡を舞台とした北越戊辰戦争が勃発する。まさに嵐の前

の静けさが残る時期の翻訳であった。前述の「泰西兵飼一班」といい、この「野戦要務通

則Jというも、征長軍に参戦できなかった虎三郎が、戦地に赴く長岡藩の同僚たちの身を

慮って訳出した、極めて実学的な内容の兵学書で、あったといえる。

(6 )西洋歴史書「馬基頓二英主伝」の抄訳(翻訳年不詳)

マケドニー

この虎三郎の翻訳書には、「荷蘭維尼氏、万国小史抄訳」という副題が付されいる。こ

れによって、本書がオランダ人原著の『万国小史』の抄訳であることがわかる。これを虎

三郎が、いつ抄訳したかは不詳である。が、江戸から帰省し長岡に塾居謹慎して間もない

安政年間の翻訳と推察される。 (38)

ところで、標題の「馬基頓二英主伝」とは、古代ギリシャ時代のヘレニズム世界に誕生

したマケドニア (Makedonia) 王国の二人の英雄の伝記、という意味である。その英雄と
ヒリップス

は、マケドニア王国を建国した「非立第二」、すなわちフィリップ二世 (Philipn.在位
アレキサンドノレ

359嗣336B.C.) と、その息子で後継者の「亜戦散得」、すなわちアレキサンダ一大王

(Alexander，在位336-323B.C.) である。

虎三郎が『万国小史』から抄訳した本書の内容は、フィリップ二世とアレキサンダ一大

王という英明なる親子の大王が、幾多の戦争を勝ち抜いてマケドニア人の王国を建国し、

やがてはペルシャ帝国をも滅ぼし、エジブ。トからインドにまで至る史上空前の世界帝国を
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建設していった武勇伝が叙述されている部分で、あった。

まず、虎三郎の抄訳の官頭は、次のようなフィリップ二世によるマケドニア王国の建国

物語からはじまる。

マセドエー ヒ日ツプス アミンダス マセドエー ギリシヤ

馬基頓王非立第二なる者は、亜明大の子なり。馬基頓は希臓十二国のーとなす。

始め王有りと雄も、微弱にして競はず。紀元五百十三年より四百七十九年に至るまで、
ベルシヤ ヒリップス

波斯の藩属(属国)たり。後も亦猶自主するを得ず。非立出るに及んで、国始めて

興る。
こうそう

非立人となり、深沈果敢にして権略あり。其の猶少なるや、国嗣定まらず、話争
テベベロピダス ヒリップスりゅう

紛然たり。地品彼罷比大来って判決を為し、遂に非立を挫して帰り、以て質(人
エ パ ミ ノ ン ダ ス エパミノンダス ヒリップス

質)と為し、之を挨巴米搬大の家に養ふ。;挨巴米搬大は兵に精しき者なり。非立因
これ うんおう

って駕に学ぶ。発憤鎖研し、其の組奥を窮む。才智大いに進む。異日能く本国の衰替
すく

を掻(救)ひ、一方に雄視し、嗣子の大業を開きし者、蓋し此に根ざすと云ふ。 (39)

しかし、連戦連勝で領土拡大を遂げていったフィリッフ。二世で、はあったが、最大の敵で

あるペルシア帝国への遠征を目前にして暗殺されてしまう。この悲劇に臨んで、いまだ数

えで二十一歳の息子アレキサンダーが即位したこと、哲人アリストテレス

(Aristoteles，BC.384-322 )の訓誠を受けて育った知勇兼備のアレキサンダ一大王は、父親

の悲願で、あったペルシャ遠征を決行してペルシア帝国を滅亡させたこと、等々が、虎三郎

によって次のように翻訳されている。

ヒ日ツプス

非立事を挙ぐる、速成を欲せず。必ず始終の利否を審かにし、以て緩急疾箭(緩
ペ ル モ チ ユ ス ピサンチユム

急)の宜しきを制す。故に前後大小数十戦、彼爾摩都斯、庇散多慕二役を除くの外、

未だ、嘗って敗を取らず。業殆ど将に成らんとして、一旦獄(暗殺)に遭ひ、其の志遂
これ アレキサンドノレ

げられず。衆鷲を惜しむ。子亜戦散得立つ。
アレキサンドル

亜戦散得なる者は、三百五十六年を以て、彼爾技に生る。天資卓雄(卓越)、幼よ
ヒリップス

り大志を負ふ。父非立嘗って敵と戦って勝つ。王聞いて泣く。人以て問ふことを為
ヒリップス

す。則ち日く、大人我が功名の地を奪ふ。是を以て泣くのみと。非立因って其の非
リストテレス ふ ア リ ス ト テ レ ス

常の器たるを知る。亜理斯多的力斯を使し之が停(守役)と為す。亜理斯多的力斯な
しょうえきくんかい

る者は、博物の君子なり。奨披訓語、其の心力を尽す。王漸く長じ、才文武を兼ね、
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ヒリップスしい

雄略人に絶す。非立棋に棋に遭ひ、王乃ち位を継ぐ。時に年二十一歳なり。 (40)

ナポレオン

実は、恩師の象山には、「那波利翁像に題す」という漢詩がある (41)。彼が、愛弟子であ

る吉田松蔭の密航事件に連坐して幕府に捕縛され、地元の信州松代に塾居謹慎という不遇

の時期に詠んだ漢詩である。フランスの英雄ナポレオン(Napoleon Bonaparte， 

1769・1821)は、幾度もの挫折に挫けず不死鳥の如くに復活し、フランス皇帝となった英
れいぎょ

雄である。象山は、不撰不屈のナポレオンを敬慕しつつ、圏固にある己自身を振起させて

いたのである。

その門人である虎三郎もまた、青春の嵯鉄で、学問への大志を挫かれ、越後長岡に塾居謹

慎の身にあるとき、オランダ原書の西洋偉人伝を訳読し、感銘深いフィリップ二世とアレ

キサンダ一大王の部分を抄訳していたのである。虎三郎は、抄訳の最後を、国史を愛読し

て織田信長が明智光秀の謀反で自刃した悲運を嘆いて感泣したという、自らの幼少時にお

ける読書体験を想起しつつ、次のように結んでいる。

アレキサンドノレ ヒリップス

論に日く、「亜戦散得、英才大略、固より千古に過絶す。然れども非立の之が前を

為すあるに非ずんば、其の成功の速かなる、悪んぞ能く此くの如くならんや。」と。
ヒリップス アレキサンドル お

伝に日く。創業統を垂るること、非立あり。亜鞍散得をして獲て其の志を寛へしめ

ば、則ち三洲の地を嚢括(総括)して、以て大統をーにするの勢を定めんこと、吾其

の難く非ぎるを見る。然り而して、天之に年を借さず、偉業中ばにして廃す。惜しむ

に勝(堪)ふべけんや。余、幼時国史を読み、織田右府の削平(平定)の功、成るに
たお

垂んとして、俄に逆竪(青二才、明智光秀)に鑑れしを観る毎に、未だ、嘗って巻を
おお アレキサンドル

掩ふて泣かずんばあらず。今亜戦散得の事に於ても亦然りと。 (42)

虎三郎が抄訳したオランダ原書の『万国小史』は、少なくとも幕末期の日本には翻訳紹

介されていなかったとみてよい。明治に入ると、作楽戸痴鴫訳『西洋英傑伝~ (英国人著

書、全六巻、明治二年)、河津孫四郎訳『西洋易知録~ (英国人著書、全九巻、明治二年)、

西村茂樹訳『泰西史鑑~ (プロシア人著書の蘭訳書から重訳、明治二一十四年、全二十巻)

などの西洋歴史書が、相次いで翻訳紹介されることとなる。

いまだ鎖国嬢夷が大勢を占める幕末期に、やがて美談「米百俵Jの主人公となる虎三郎

が、オランダ原書の西洋歴史書を訳読して、マケドニア王国のフィリップ二世やアレキサ
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ンダ一大王を敬仰していたこと、さらにはギリシャの哲人アリストテレスの存在を認識し

ていたことなどは、これまで全く知られることのなかった新事実である。さすれば、虎三

郎による『万国小史』の抄訳は、わが国における先駆的な西洋歴史書の翻訳紹介で、あった

とみることができる

(四)その他の蘭書翻訳による西洋新知識の吸収と展開

以上の他にも、虎三郎は、オランダ原書を媒介とした「西洋芸術」の吸収とその普及を

めざした啓蒙活動を展開していた。そのーっとして、彼が戊辰戦後に長岡藩大参事に選挙

された時期に、一般民間人に周知徹底すべく編纂した『民間禁令~ (明治三年春正月)と

いう刑法書がある。この著書や草稿の存在を確認することはできない。だが、虎三郎が、

この本を、如何なる趣旨で編纂したかを物語る序文「民間禁令序」が残されている。

それによれば、彼は「刑なる者は、夫の民の教に従はずして悪に入る者を懲さんが為に

して設くる也 (43)Jとの考えから、新生長岡の復興に際して急ぎ本書をまとめたという。

それは、ただに長岡の領民だけでなく、西洋の場合と同様、法治国家たるべき近代日本の

国民に対しても周知徹底すべき法律書として編纂したということである。刑法の内容その

ものは、「書経」や「春秋左氏伝」など、中国古典にみられる刑罰の記載を援用しつつ、

既刊の西洋刑法書を概括したものである。

だが、同書を編纂するに至った動機は、彼が西洋近代の法治国家を知ったことにあった。

その経緯を、彼は次のように記している。

余聞く。「西洋各国法律の書は、至って詳、至って悉、市して独り彫刻して頒布す
せいみん

るのみにあらず、又以て斉民(一般人民)必学の科と為す。故に斉民皆法律の概を知
しょうごく すく

らざるなく、訟獄(訴訟)自ら寡なし。其の或いは之有らば、有司先づ審かに其の

情を訊ね、然る後に判して日く、汝が訟ふる所、律の某条に合せず。故に曲に属す。

汝が犯す所、律の某条に当る。故に処するに某刑を以てすと。訟ふる者、犯す者、皆

復辞を措く所なし。甘心して罪に服す。Jと。(中略)

方今国家の務めは、宇内の至善を択んで、経邦の大典を定むるに在れば、則ち西洋
さんかく

法律の書の若きは、有志の士に於て、宜しく参票すべき所と為すは、固より論を待た
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ざるなり。但々余、疾益々癌に、神益々耗し、蟹文(洋書)の籍を縮かんと欲するも、
いずく

得べからず。僅に一二邦人訳す所の者に就いて、其の一斑を窺ふのみ。悪んぞ以て

其の要を摘して、之を述ぶるに足らんや。天下の大、固より傑俊の士に乏しからず、

必ず当に能く其の全豹を見、訳して之を出して、以て東方の未だ備らざる所を補ふ者

有るべし。余則ち剖目して以て待つ。 (44)

西洋の近代国家では、裁判制度を基本とする刑罰制度が整い、公平な刑罰がなされてい

る。だが、西洋に比すれば東洋の日本には、そのような刑罰制度はなく、今こそ近代国家

に相応しい法体系の整備が急がれる。できうれば自分が西洋の刑法書を訳読して刑法制度

をまとめたい。だが、それは持病の悪化で不可能である。それ故、すでに翻訳刊行されて

いる西洋の刑法関係文献を掛酌して、急ぎ刑法の概説書である「民間禁令」を物にした。

今後、これを契機に本格的な刑法書が出現することを待つのみで、ある。法治国家としての

近代日本の構築を希求する虎三郎の思いが、本書の編纂には込められていたのである。

以上のような内容の序文は、虎三郎の心中を吐露したものである。彼は、日本近代化の

発信源である東京から遠く離れた、越後長岡という地方の小さな窓から、明治の夜明けに

法治国家としての近代日本の国家像を、西洋近代国家をモデルとして描こうとしていた。

「万古の月」に照らされた「万古の心」を生き抜こうとする虎三郎の、まさに日本近代化

を遠望する宏遠な眼差しであったといえるであろう (45)。

おわりに

ペリーが浦賀に来航した翌年の安政元年 (1854)、罪をえて越後長岡に塾居謹慎した虎

三郎は、以来、戊辰戦争が勃発する前年の慶応三年 (1867) までの聞に、恩師象山に捧げ

た処女論文「興学私議」をはじめ、様々な詩文を執筆した。と同時にまた、江戸の象山塾

で修得したオランダ語の読解力を活かして幾冊ものオランダ語の原書を訳読していた。

特に有益と思われる部分は抄訳して冊子にまとめ、これを関係者に頒布していたのであ

る。本稿で取り上げた翻訳(抄訳)以外にも、彼が取り組んだ翻訳の成果があったかも知

れない。だが、資料的な裏付けがなく、確認すことはできない。
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次に、本稿が取り上げた虎三郎の翻訳成果を通して認められる特徴を、いくつか指摘し

ておきたい。

( 1 )虎三郎が翻訳した「欝海試説Jr重学訓蒙Jr察地小言Jr泰西兵鯛一斑Jr野戦要
マセドニー

務通則一班Jr馬基頓二英主伝」は、いずれもオランダ原書の抄訳である。「重学訓

蒙」は物理の力学書、「馬基頓二英主伝」は西洋の歴史書であり、その他の四冊は、

いずれもがオランダ軍人の著した西洋兵学書の抄訳で、あった。

その中で唯一、抄訳して頒布した冊子が現存するのは『察地小言』のみである。同

書の全文を知ることができる故、本章の最後に全文を解読紹介しておくこととした。

しかし、他の作品の場合は、訳稿も冊子も所在を確認することができない。だが、い

ずれの場合も、虎三郎がオランダ原書から翻訳したことは間違いのない事実である。

その証として、それぞれの抄訳には、虎三郎が執筆した「序文」または「後序」が残

されている。

(2 )虎三郎が翻訳した西洋兵学を中心とするオランダ原書の抄訳内容は、いまだ幕末期

の日本には紹介されていなかった、西洋日新の新知識で、あった。本稿が取り上げた虎

三郎の翻訳した作品は、管見の限りでは、いずれもが現在の洋学史研究の成果の中に

確認できるものは一つもない。したがって、本邦初訳の貴重な作品とみることができ

る。

( 3 )虎三郎は、本稿で取り上げた幾冊もの翻訳活動の直後、長岡藩大参事に選挙されて

戊辰戦後の長岡復興に尽力し、美談「米百俵」の主人公となる。だが、その直後の明

治四年(1871)八月に実施された廃藩置県によって、忠誠と奉公の対象で、あった長岡

藩が消滅する。これを機に虎三郎は、いまだ復興途上にあった郷里長岡を去って東京

に向かう。

上京後の虎三郎は、難病に蝕まれた病躯に鞭打って、積極果敢に学究的な文筆活動

を展開する。その成果の一つが、中国在住ドイツ人宣教師の執筆した漢書『大徳国学

校論略~ (1873年)を、明治初期の日本に翻刻紹介した業績で、あった。この翻刻活動

もまた、彼が幕末期に展開した西洋新知識の翻訳活動の延長とみることができる。

(4)幕末期に展開された虎三郎のオランダ原書の翻訳活動において注目すべきは、彼が

常に平易な国文(漢字仮名交じり文)の日本語訳を心掛けていたことである。多くの

日本人が、身分や地域などの教育的差違を超えて、西洋日新の新知識を学ぶことがで
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きるようにという、平民教育の実現を願う彼の教育的な配慮からで、あった。

そのような虎三郎は、明治に入って間もなくに本格的な国字改革論を展開し、自ら

率先して平易な漢字仮名交じり文の教科書作りを実践してみせた。歴史教科書『小学

園史~ (全十二巻)の編纂刊行である。彼が教科書編纂に具体化した国字改革の主張

は、国民皆学を国是として維新政府が進める教育政策を実現するためには、不可避的

な国家的問題であることを浮き彫りにしたのである。

わが国における本格的な国字改革の論議は、早くも明治維新の前後に沸騰した。幕

臣の前島密をはじめ、西周や福沢諭吉、西村茂樹などが、国字改革論の先駆者で、あっ

た。虎三郎もそのひとりであった。いな、虎三郎こそは、彼ら著名人に先んじて平易

な国字国文への改革を主張し実践した鴨矢で、あったのである。実は、そのような彼の

国字改革の思想は、幕末期における彼の翻訳活動における平易な日本語訳の主張と実

践とに看取することができるものであった。

以上、虎三郎のオランダ原書の翻訳活動に示された特徴のいくつかを指摘した。彼の翻

訳活動のほとんどは、最も不遇で病躯にあえぐ幕末期の十余年に及ぶ塾居謹慎の時期に、

しかも相次ぐ難病との格闘の中で展開された。

本章で取り上げた一連の翻訳活動の直後に、越後長岡を舞台とする北越戊辰戦争が勃発

する。結果は、長岡藩は政府軍に無条件降伏し、古い城下町の長岡は焼土と化した。期せ

ずして戦後復興の重責を担わされた虎三郎は、教育立国主義をもって人材育成のための学

校建設を復興政策の優先課題とした。その結果が、美談「米百俵Jの誕生であった。彼が

新築開校した藩立の国漢学校は、儒学と国学、それに洋学の三学を兼学する新時代に対応

した近代学校で、あった。そこには、紛れもなく虎三郎の教育立国思想が反映されていた。

実は、その彼には、オランダ原書を翻訳できる語学力とその成果としての翻訳書が幾冊

もあったのである。彼は、儒学者であると同時に洋学者であり、恩師象山の「東洋道徳・

西洋芸術Jという学問思想を、明治初期の日本近代化過程に具体化した最も誠実な門人で

あったといえる。
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【注】

( 1 )江戸時代における西洋知識の受容と普及に関しては、膨大な数の洋学史研究の蓄積

がある。江戸時代以来、蓄積されてきた先行研究の具体的な内容については、大槻如電

編『新撰 洋学年表j(柏林社書底、 1927年)および大槻如電原著・佐藤栄七増訂『日

本洋学編年史j(鳳文書舘、 1995年)、日蘭学会編『洋学関係研究文献要覧j(日本アソ

シエーツ発行、1984年)などを参照されたい。

( 2 )坂本保富『幕末洋学教育史研究j(高知市民図書館、2004年)を参照されたい。同書

は、幕末期に全国規模で急展開する洋学教育の状況に関して、幕府や全国の諸藩が不可

避的に西洋近代化を進めざるを得なかった軍事科学(西洋兵学・西洋砲術)の導入展

開という観点から、幕末期土佐藩関係の膨大な洋学関係史料「徳弘家資料」を解読分析

した研究書である。

( 3 )佐久間象山『省響録』、岩波文庫版、33頁。

(4) 象山の漢詩は、小金井権三郎、小金井良精編[求志洞遺稿~ (1894年)、所収「詩坤Jの部

(二丁裏一三丁表)に収められている。漢詩の原文は次の通りである。

象山先生詩

火輪横落、転江流。非是君臣悔日秋。忠義要張神国武。功名欲伐虜人謀。

東折起堵曾陳策。南島勝船蓋有猷。兵事未聞巧之久。何人速解熱眉憂。 J

o求志洞遺稿j所収「詩坤」の部、二丁裏一三丁表)

象山先生詩
おうし む さ ぼ と き

火輪(蒸気船)横怒して江流に転ず。是れ君臣日を J隠る秋に非ず。忠義神国の武を張
う とうき すなわ

らんことを要す。功名虜人(西洋人)の謀を伐たんと欲す。東折堵を起すは曾ち策
おぎの なん ゅう

を陳ぶ。南島船を除る童ぞ猷(はかりごと)有らざる。兵事未だ巧みの久しきを聞

かず。何人か速かに熱眉の憂を解かん。」

( 5 )虎三郎の漢詩「葵丑六月。弥利堅使節彼理。率兵艦四般。来浦賀港。Jは、向上『求志洞遺

稿j所収「詩坤Jの部、二丁裏一三丁表。

(6)前掲f省響録j、43-44頁。
おも

(7)虎三郎の漢詩「奉懐象山先生J(象山先生を懐ひ奉る)は、前掲f求志洞遺稿j所収「詩

坤」の部、七丁裏。
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(8) 虎三郎の漢詩「読洋書」は、向上f求志洞遺稿j所収「詩坤」の部、八丁表。原文の漢詩は次

の通りである。

読洋書

洋儒窮物理。軌近滋々精明。剖析入微妙。万象無遁情。創意製人血。全然若天成。洋人燐

酸鉄摘砂揮発華鶏子白食、食塩四品而混合之、加以瓦爾華尼電気、経十二少時則化市為血、与天成

之物無以異也。神会乃至斯。造物量無驚。味者街娼嫉。誇議護縦横。何人執簸石。痛下破

心盲。」

( 9) r書手写諾厄児氏欝海試説後」は、向上f求志洞遺稿J所収「文Jの部、三三丁表一三三丁

裏。

(11) r書手写諾厄児氏欝海試説後J、向上『求志洞遺稿J所収「文」の部、三三丁裏。原漢文は

次の通りである。

「 暴象山先生掲市示駕。目。本邦四面皆海:。而東西諸蕃。舟樟之術。日以滋精。其有衝突

剰掠之虞。何菅荷蘭。則若此書。凡留心於辺事者。不可不取一通以置之座右。虎拝受

之。写以蔵鷲。」

(11) r書手写詩厄児氏欝海試説後J、向上『求志洞遺稿j所収「文」の部、三三丁裏。原漢文は

次の通りである。

「今読之。観其所論。自砲台之築造。火器之主用。軍須之儲蓄。点放之機宜。以及夫水兵

応接椅角之法。率皆本邦之人。思慮所未嘗至。始則憎然市驚。詑然而疑。殆若不可企

及者駕。徐而思之。則換然市釈。?市然而疏。乃信其所規画。皆原之窮理。参之実歴。密

乎算数。切乎事情。而止乎不得不然。固未始有可驚而疑者。市雄本邦之人。荷学市習

之。久而熟駕。則亦可得而能也。 J

(12) r書手写諾厄児氏欝海試説後J、向上『求志洞遺稿j所収「文Jの部、三四丁表。原漢文は

「荷可以制敵。則雄敵所為。亦必資而用之。J

(13) r書手写諾厄児氏簿海試説後」、向上[求志洞遺稿j所収「文」の部、三四丁表。原漢文は

「其所長不能資以助自。而以受醜虜之屈辱。可謂智哉。」

(14) r書手写諾厄児氏欝海試説後」、向上 j求志洞遺稿J所収「文」の部、三四丁表。原漢文は

「閉戸j弄人。閑緒此書。回顧之際。不無感慨。遂書其後。安政二年乙卯蒲月隻松樵人虎。J

(15) ~日本洋学編年史~ (大槻如電著、佐藤栄七増訂、 1965年)には、幕府が中国漢籍を官板と

して翻刻した英国人著『重学浅説Jという書物が、安政六年(1859)の項に記載されてお

り、そこには次のような解説が付されている。同書において「重学」と表記された文献
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は、本書のみで、虎三郎が抄訳した冊子『重学訓蒙jは記載されていない。

「英国人偉力亜力の撰。志那宣教師アレキサンダ・ワイリ (A.Wylie)の力学に関する漢

籍を、幕府にて官板として翻刻したるものなり。 j

(16) r重学訓蒙序」、前掲f求志洞遺稿J所収「文」の部、九丁裏一十丁表。原漢文は次の通りで

ある。

「頃者偶獲荷蘭人所著重学訓蒙者読之。其事雄似都細。市実於民生日用。殊為切要。因

不自端。訳以国語。以示夫寒郷晩生。有志斯学。市未習洋文者。イ卑之得窺其端緒突。

(中略)今余所訳述。雄日拙随。然上市従政服官之人。下而豪農銀商之徒。或得市読之。

於以知彼国重学之精備。本邦漢土所未夢見。而於家国民生。神益窮大。遂推尋其理。

購造其器。而施諸実事。則富強之本。乃得其一:薦。量日小補。」

(17) r重学訓蒙後序J、向上『求志洞遺稿j所収「文jの部、十丁裏一十一丁表。原漢文は次の通

りである。

「夫以一器之偶行。其制未備。其施之未普。市猶且如此。果使衆器悉行。其制能備。其施

能普鷲。則其利又如何也。西洋重学。於家国民生。不可一日而緩鷲者。観諸此。其亦可

以瞭然無疑夫。余方訳重学訓蒙。客有以城東諸村水曝車之事語余者。因叙述之以為

後序。 J

(18) r察地小言後序」、同上『求志洞遺稿j所収「文jの部、十了裏一十一丁表。原漢文は次の通

りである。

「虎既受此原本於象山先生。先生謂虎日。探侯之事。非機敏者。不足以任之。蓋虎資性

撲魯。機敏尤為其所不足。故特因以戒駕耳。」

(19) r察地小言序」、向上f求志洞遺稿j所収「文Jの部、十一丁表一十一丁裏。原漢文は次の通

りである。

「虎先是既以研経之暇。受泰西搬隊銃陣之法於先生。則又益用力於此。以求致爪牙之

用。乃窃以謂用兵貴得地利。故孫子十三篇。為従前談兵者之要訣。而論地理者。三居

其一。泰西兵術。至近倍進。遠出本邦漢土之上。則察地之事。亦必有極其精者。既有之

失。而未之知也。砲隊銃陣。其進退分合之法。在平時。雄既熟。而一旦臨敵。滞碍必多。

悪得免敗哉。」

(20)前掲[省響録j、33頁。

(21) r察地小言序J、向上[求志洞遺稿j所収「文」の部、十一丁裏。原漢文は次の通りである。

「因質諸先生。則日子之疑善失。彼国兵家。固有所謂察地学者。市自為一科。遂出把氏
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書中工兵察地篇以示駕。日是僅々数葉爾。固未為備失。然視之孫子以下論地理者。其

詳略精粗之相距。亦巳天淵失。今齢、為小冊子。使夫将一隊及任探候者。皆預熟復。而

行軍之際。又之虞懐裡。臨時検閲鷲。員Ij其於得地利思過半失。子童先着鞭。」

(22) r察地小言序J、向上1求志洞遺稿J所収「文」の部、十一丁裏。原漢文は「虎大喜。紗一本

以読。」

(23) r察地小言序」、向上『求志洞遺稿j所収「文Jの部、十一丁裏。原漢文は次の通りである。

「既而花耕再来。貿易約成。不復至於用兵。両虎忽獲罪以帰。未幾又擢沈病。束之高閣。

巳十余年央。今葱憂長藩益倣。列藩奉命討動。而我公与駕。虎乃深慨其疾益癌。不能

従市致方剛之力也。則遂出旧本。訳以国字。名目察地小言。以胎平生同憂之士従於軍

者。庶幾其有所省察。以免滞碍之患。而区々敵慌之志。亦得少伸乎。」

(24) r察地小言序」、向上f求志洞遺稿J所収「文Jの部、十二丁表。原漢文は次の通りである。

「葵丑至今。不過一紀。世局変換。既巳如此。而忠智憂国。若象山先生者。示諭之言。猶

在子耳。市又不得免房長其問。此則虎翻訳之問。(府仰回顧。不覚流沸而大息者失。因既

叙其齢、訳之由。又附以此。市震巻首。慶応丙寅孟秋下涜小林虎嫡文力病書於求志楼

上。」

(25) 虎三郎が翻訳したf察地小言Jは、先行研究を収めた洋学関係の文献、例えば大槻如電

修 1新撰洋学年表J、大槻如電原著・佐藤栄七増訂f日本洋学編年史J、さらにまた日蘭学

会編『洋学史事典Jなどにも、全く紹介されてはいない。

(26) 虎三郎が翻訳し手書して冊子にまとめたf察地小言単Jの原本は、長岡市立中央図書

館の分館「互尊文庫J(旧市立図書館)の 2階にある「文書資料室」所蔵の「相沢富士雄家

文書」の中に収められている。

(27) 虎三郎の裏書きの原漢文は次の通りである。

「書不尽言々言不尽意神而問之存平其人。訳者題J(書は言を尽さず。言は意を尽さ

ず。神にして之を問にするは、其の人に存す。訳者、題す。)

(28) 山田政尚、名は錫、通称は愛之助、はじめ飢巌と号し、後に到処と改めた。長岡藩医の

家に生まれ、藩内の諸師に学んだ後、藩命を受けて江戸に遊学、幕府儒官の古賀イ同庵に儒

学を、伊東玄朴に蘭学を学んで帰滞。藩校教授となり虎三郎や河井継之助などを教え、や

がて都講(校長)に就任して幕末期の藩校を支えた。戊辰戦争では、虎三郎と閉じく非

戦恭順を主張し、戦後は小千谷民政局や柏崎県に出仕して学政を担当した。退職後は栃

尾に移り住み、私塾「到処塾」を開いて地域教育に尽くし多くの人材を育成した。
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以上は、今泉省三[長岡の歴史j 第六巻(野島出版、 1972年)、『長岡歴史事典~ (長岡市、20

04年)、『ふるさと長岡の人びと~ (長岡市、1998年)などを参照した。

(29)山田政尚の推薦序文の原漢文は次の通りである。

読察地小言

地理之開戦争也大失、是以訳人云当説之然語而不詳故非身経其事在漫然然看過無所

用意頃日西征之師取敗者争因干此央、今閲此訳書其言切実訳明読之自不得不警省実

得洋書之其面白在款鳴呼使彼軍中一有知之在則不至於取敗失、然則此書之於方今可

謂必用失、訳者之意其在干此願其在乍此款。

慶応二年丙寅十月 山田尚政識

(30) r泰西兵飼一班序」は、前掲『求志洞遺稿J所収「文」の部(十三丁表-十四丁表)に所収。

(31) r泰西兵飼一班序」、向上[求志洞遺稿j所収「文」の部、十三丁裏。原漢文は次の通りで

ある。

「近今泰西各国。深有察於此。乃其所以使兵卒甘飽以保其健康者。極其詳悉。淘和漢古

今所未曾有。考之彼国兵志。歴々可見。属者余購獲荷蘭砲隊加毘丹薄魯印所著従軍

必携読之。内有兵銅篇。語雄簡。而夫所以使兵卒甘飽以保其健康者。亦足以観其概略。

因摘而訳之。名目泰西兵鮪一斑。以授子弟兵学者。而諸請観者。亦不敢隠駕。」

(32) r泰西兵銅一斑序J、向上1求志洞遺稿j所収「文」の部、十三丁裏一十四丁表。原漢文は次

の通りである。

「鳴呼泰西兵術。既冠宇内。則我列藩経理軍政。固不得不専倣彼制。乃兵飾一事。亦非

取彼所為以参酌。員Ij必不能適其宜。然員Ij若此書所載。出市将兵者。固不可不知。入而

管供給者。尤不可不知。不知此。市欲使兵卒甘飽以保其健康。免康:欄之惨。而禍不及

其国。必不可得。市彼不仁不智之責。又悪得而遁之哉。 J

(33) 山本有三 1米百俵~ (新潮社、1945)、192-196頁。

(34)同上『米百俵ト197頁。

(35)向上f米百俵J、193頁の「泰西兵銅一班」第l頁の写真版より解読。

(36) 星新-~祖父・小金井良精の記~ (河出書房新社、1974)、34頁。

(37) r野戦要務通則一班序」、向上[求志洞遺稿j所収「文」の部、一卜三丁裏一十四丁表。原漢文

は次の通りである。

「西洋兵学。分科設門。無慮若干。市以野戦要務置其一。蓋以此故也。其科固有専書。従
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事乎洋兵者。不可不求其詳且備者市講之。余閲荷蘭薄氏従軍必携。其内野戦要務通員Ij。

語雄過簡。而事目頗多。亦足以観其大凡。因抜市訳之。為一冊子。謂之一斑者。明其非

専書。而未為詳備爾。大方君子。固無取駕。然初学之士。目未知蟹文者。或受而読之。

則其於求全豹。未必無助云。」

(38) r馬基頓二英主伝」の翻訳年月は不詳であるが、虎三郎の遺稿集f求志洞遺稿Jでは、編

集上、彼の翻訳作品の最初に位置づけれれている。この訳稿は、西洋英雄伝記という内

容からしても、戊辰戦争が始まる幕末期の切羽詰まった時期の翻訳とは考えにくく、

江戸遊学から帰藩謹慎して間もない失意の時期の翻訳成果と考えられる。

(39) r馬基頓二英主伝J、向上f求志洞遺稿J所収「文」の部二十三丁裏。原漢文は次の通りで

ある。
マセドニー ヒリップス アミンダス マセドニー ギリシヤ

「馬基頓王非立第二者。亜明大之子也。馬基頓為希臓十二国之一。始雌有王微弱不競。
ヒリップス

自紀元五百十三年。至四百七十九年。為遮監藩属。後亦猶不得自主。及韮♀出。市国
こうそう テベベロピダス

始興失。非立為人。深沈果敢。有権略。其猶少也。国嗣不定。話争紛然。地品彼罷比大

来為判決。遂投非立帰。以為質。養之挨巴米搬大家。挨巴米搬大精於兵者也。非立因

学駕。発憤鎖研。窮其趨奥。才智大進。其異日能盤本国之衰替。雄視於一方。而以開嗣

子之大業者。差根於此云。」

(40) r馬基頓二英主伝J、向上f求志洞遺稿J所収「文」の部、二十四丁裏。原漢文は次の通り

である。

「非立挙事。不欲速成。必審始終之利否。以制緩急疾許之宜。故前後大小数十戦。除

ベノレモチユスピサンチユム

彼爾摩都斯庇散多慕二役外。未嘗取敗。業殆将成。而一旦遭紙。其志不遂衆惜駕。子

亜戦散得立。亜戦散得者。以三百五十六年。生以彼爾位。天資卓主催。自主力負大志。父非

立嘗与戦敵勝。王関市泣。人以為問駕。則日。大人奪我功名之地。是以泣爾。主主因知

其為非常器。使亜理斯多的力斯為之惇。亜理斯多的力斯者。博物君子也。奨披司1[訴事。

尽其心力。王漸長。才兼文武。雄略絶人。非立私遭紙、王乃継位。時年二十一歳也。」

(41)増訂版[象山全集J第二巻(信濃教育会編、1934年)所収「象山詩紗巻之下J39-40頁。

ナポレオン

題那波利翁像

何国何代無英雄。平生欽慕那波翁。話E来杜門読遺伝。忽忽不知年歳窮。撫剣仰天空慨

憤。世人那得察吾衷。如今辺警日復月。戦船来去海西束。外蕃学芸老且巧。我独遊戯

等抜童。守株未知師他長。嬢舟誰能操元戎。嵯君原是一書生。苦学遂能長明聡。一朝

照破当時弊。革弊除害民情従。雄旗所向如騨草。威信普加欧羅中。元主西征不足道。
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豊公北伐何得[PJo人生得意多失意。大雪翻手朔北風。帝王事業雄未終。収為将応有庸。

世人心簸小於豆。醸麟寧知英雄胸。自奮能成遠大計。自屈難樹廊清成。安得起君

九原下。同謀数力駆好兇。終巻五割'"帰皇朝。皇朝永為玉洲宗。」

(42) r馬基頓二英主伝」、前掲1求志洞遺稿j所収「文」の部、二十七丁表。原漢文は次の通り

である。

「論日。亜戦散得英才大略。固過絶千古失。然非有非立為之前。其成功之速。悪能如此

哉。伝日。創業垂統。非立有駕。使亜戦散得獲寛其志。則嚢括三洲之地。以定一大統之

勢。吾見其非難也。然而天弗借之年。偉業中廃。可勝惜乎。余幼時読国史。毎観織田右

府。削平之功垂成。市俄弊於逆竪。未嘗不掩巻市泣。今於亜戦散得之事亦然。

(43) r民間禁令序j、向上『求志洞遺稿j所収「文」の部、十四丁裏。原漢文は「市刑者也。為懲

夫民之不従教市入子悪者市設也」。

(44) r民間禁令序J、同上『求志洞遺稿j所収「文」の部、十五丁裏。原文は次の通りである。

「余関西洋各国法律之書。至詳至悉。市非独彫刻頒布。又以為斉民必学之科。故斉民皆

廓弗知法律之概。而訟獄自寡。其或有之。有司先審訊其情。然後判。日汝所訟。不合律

某候。故属曲。汝所犯当律某係。故処以某刑。訟者犯者。皆無復所措辞。甘心罪服。(中

略)方今国家之務。在於択宇内之至善市定経邦之大典。則若西洋法律之書。於有志之

士。為所宜参穀。固不待論也。但余疾益癌。神益耗。欲矯蟹文之籍市不可得。僅就一二

邦人所訳者。窺其一斑爾。悪足以摘其要市述之哉。天下之大。固不乏傑俊之士。必当

有能見其全豹訳市出之以補東方之所未備者失。余則割目以待。」

(45) 虎三郎の漢詩「静夜の吟J、同上『求志j同遺稿j所収「詩坤Jの部、十三丁表-十三丁裏。

「晴夜の吟」の原文とその読み下し文は次の通りである。

「 天有万古月 天ニ万古ノ月アリ

我有万古心 我ニ万古ノ心アリ

清夜高楼上 清夜、高楼ニ上リ

態欄柳開襟 欄ニヨリテ!WPカ襟ヲ開ク

天上万古月 天上万古ノ月

照我万古心 我ガ万古ノ心ヲ照ラス
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